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(54)【発明の名称】 在宅ケア支援装置および在宅ケア支援システム

(57)【要約】
【構成】  ビデオメールボタン６０を操作すると、テレ
ビ１２の画面１２ａにビデオメール操作のメニューが表
示される。選択ボタン６２と決定ボタン６４を操作して
メニューからビデオ撮影の項目を選択すると、ビデオ撮
影待機の状態になる。ビデオメールボタン６０を操作す
るとカメラ１４およびマイク１６を用いてビデオ撮影を
開始し、再びビデオメールボタン６０が操作されるまで
ビデオ撮影を行う。メニュー項目からビデオメールの送
信の項目を選択すると、送信先のリストが表示される。
選択ボタン６２と決定ボタン６４を操作して送信先を選
択するとビデオメールが送信先に送信される。メニュー
からビデオメールの再生の項目を選択すると、ビデオメ
ールの映像が画面１２ａに表示され音声がスピーカ１２
ｂから出力される。
【効果】  在宅ケア支援装置を用いてビデオメールの送
受信を行うことができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】テレビ電話を用いたリアルタイムの会話を
行ったり、被介護人の血圧，体温，脈拍，心電などの身
体情報を管理センターに報知したりするための在宅ケア
支援装置において、
カメラからの映像信号が入力される映像信号入力インタ
フェース、
マイクからの音声信号が入力される音声信号入力インタ
フェース、
前記映像信号入力インタフェースに入力された前記映像
信号および前記音声信号入力インタフェースに入力され
た前記音声信号を記憶する記憶手段、
押し下げにより第１操作信号を出力する第１ボタン、お
よび前記第１操作信号に応じて、前記記憶手段に記憶さ
れた前記映像信号および前記音声信号を前記管理センタ
ーの端末や他の在宅ケア支援装置に送信する送信手段を
備える、在宅ケア支援装置。
【請求項２】前記管理センターの端末や他の在宅支援装
置から送信された映像信号および音声信号を受信する受
信手段、
前記受信手段が受信した前記映像信号および前記音声信
号を前記記憶手段に記録する記録手段、
押し下げにより第２操作信号を出力する第２ボタン、
前記第２操作信号に応じて、前記記憶手段に記憶された
前記音声信号および前記映像信号を再生する再生手段、
前記再生手段によって再生された前記映像信号をモニタ
に出力する映像信号出力インタフェース、および前記再
生手段によって再生された前記音声信号をスピーカに出
力する音声信号出力インタフェースをさらに備える、請
求項１記載の在宅ケア支援装置。
【請求項３】前記音声信号を出力するマイク、および前
記再生手段によって再生された前記音声信号を出力する
スピーカをさらに備える、請求項２記載の在宅ケア支援
装置。
【請求項４】前記映像信号を出力するカメラ、および前
記再生手段によって再生された前記映像信号を表示する
モニタをさらに備える、請求項２または３記載の在宅ケ
ア支援装置。
【請求項５】請求項４記載の在宅ケア支援装置を使用す
る在宅ケア支援システムであって、
複数の被介護人宅にそれぞれ設置され通信ネットワーク
に接続される複数の前記在宅ケア支援装置、および前記
管理センターに設置され前記通信ネットワークに接続さ
れる端末を備える、在宅ケア支援システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】この発明は、在宅ケア支援装置お
よび在宅ケア支援システムに関し、特にたとえば、テレ
ビ電話を用いたリアルタイムの会話を行ったり、被介護
人の血圧，体温，脈拍，心電などの身体情報を管理セン
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ターに報知したりする、在宅ケア支援装置および在宅ケ
ア支援システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】従来のこの種の在宅ケア支援装置システ
ムにおいて、被介護人と被介護人との間、および被介護
人と被介護人の健康を管理する管理センターとの間で、
テレビ電話を用いて映像および音声によるリアルタイム
での会話が可能な機能を備える在宅ケア支援装置が知ら
れている。
【０００３】また、他の機能を備えるこの種の在宅ケア
支援装置の１例が、平成１１年１月１９日付で出願公開
された特開平１１－９５６１号公報〔Ａ６１Ｂ  ５／０
０Ｇ０６Ｆ  １３／００  １７／６０  １９／００〕に
開示されている。この従来技術によれば、予め設定され
た送信先に、送信先毎に定められた定型の電子メールを
送信する機能が実現される。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかし、ビデオメール
を他の被介護人や管理センターなどに送信できる機能を
備えた在宅ケア支援装置は存在しなかった。
【０００５】それゆえに、この発明の主たる目的は、ビ
デオメールの送受信を行える、在宅ケア支援装置を提供
することである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】第１の発明は、テレビ電
話を用いたリアルタイムの会話を行ったり、被介護人の
血圧，体温，脈拍，心電などの身体情報を管理センター
に報知したりするための在宅ケア支援装置において、カ
メラからの映像信号が入力される映像信号入力インタフ
ェース、マイクからの音声信号が入力される音声信号入
力インタフェース、映像信号入力インタフェースに入力
された映像信号および音声信号入力インタフェースに入
力された音声信号を記憶する記憶手段、押し下げにより
第１操作信号を出力する第１ボタン、および第１操作信
号に応じて、記憶手段に記憶された映像信号および音声
信号を管理センターの端末や他の在宅ケア支援装置に送
信する送信手段を備える、在宅ケア支援装置である。
【０００７】第２の発明は、請求項４記載の在宅ケア支
援装置を使用する在宅ケア支援システムであって、複数
の被介護人宅にそれぞれ設置され通信ネットワークに接
続される複数の在宅ケア支援装置、および管理センター
に設置され通信ネットワークに接続される端末を備え
る、在宅ケア支援システムである。
【０００８】
【作用】この発明においては、カメラから出力される映
像信号は映像信号入力インタフェースに入力され、記憶
手段に記憶される。また、マイクから出力される音声信
号は音声信号入力インタフェースに入力され、記憶手段
に記憶される。そして、第１ボタンを押し下げると、第
１操作信号が出力され、送信手段は第１操作信号に応じ
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て、記憶手段に記憶された映像信号と音声信号とを管理
センターの端末や他の在宅ケア支援装置に対して送信す
る。
【０００９】また、受信手段は管理センターの端末や他
の在宅ケア支援装置から送信された映像信号および音声
信号を受信する。そして、受信手段が受信した映像信号
および音声信号を記録手段が記憶手段に記録する。第２
ボタンを押し下げると、第２操作信号が出力され、再生
手段は第２操作信号に応じて、記憶手段に記憶された映
像信号と音声信号とを再生する。再生手段によって再生
された映像信号は映像信号出力インタフェースを介して
モニタに表示される。また、再生手段によって再生され
た音声信号は音声信号出力インタフェースを介してスピ
ーカに出力される。
【００１０】
【発明の効果】この発明によれば、在宅ケア支援装置を
用いてビデオメールの送受信を行うことができる。した
がって、単なる電子メールではなく、映像および音声を
媒体としたビデオメールの送受信が可能なので、管理セ
ンターや他の被介護人に、見た目の様子や声の調子など
も伝えることができ、健康状態を判断するためのより多
くの情報を提供したり、より密度の濃いコミュニケーシ
ョンを行ったりすることができる。また、テレビ電話な
どを用いたリアルタイムの会話ではないので、通信相手
の存否を気にすることなく、都合のよいときに情報を発
信することができる。
【００１１】この発明の上述の目的，その他の目的，特
徴および利点は、図面を参照して行う以下の実施例の詳
細な説明から一層明らかとなろう。
【００１２】
【実施例】図１を参照して、この実施例の在宅ケア支援
装置１０は、複数の被介護人宅８２にそれぞれ設置さ
れ、それぞれの在宅ケア支援装置１０はインターネット
１００に接続される。インターネット１００には、被介
護人の健康を管理する管理センター８０に設置されたコ
ンピュータ（図示せず）も接続される。したがって、イ
ンターネット１００を通じて、被介護人宅８２と他の被
介護人宅８２との間、および被介護人宅８２と管理セン
ター８０との間で、通信が可能になる。
【００１３】管理センター８０に設置されたコンピュー
タおよび複数の被介護人宅８２にそれぞれ設置された在
宅ケア支援装置１０がこの実施例の在宅ケア支援システ
ムを構成する。
【００１４】なお、各被介護人宅８２に設置された在宅
ケア支援装置１０と管理センター８０に設置されたコン
ピュータとを接続する方法は、インターネット１００に
限らず、ＣＡＴＶ－ＬＡＮなどであってもよい。
【００１５】図２に示すように、被介護人宅８２におい
て、在宅ケア支援装置１０には、テレビ１２，カメラ１
４およびＩＳＤＮルータ１８が接続される。そして、Ｉ
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ＳＤＮルータ１８を介して在宅ケア支援装置１０がイン
ターネット１００に接続される。また、在宅ケア支援装
置１０には、シリアルケーブルによってバイタルセンサ
２０と接続される。バイタルセンサ２０は、被介護人の
血圧，体温，脈拍，心電，動脈血酸素飽和濃度などを測
定するためのセンサである。なお、在宅ケア支援装置１
０にテレビ１２，カメラ１４，ＩＳＤＮルータ１８およ
びバイタルセンサ２０を含めた図２に示す構成全体を在
宅ケア支援装置と捉えることもできる。
【００１６】この実施例の在宅ケア支援装置１０は、バ
イタルセンサ２０による各測定値を管理センター８０に
送信するなどの従来の装置が備える機能に加え、ビデオ
メールを管理センター８０のコンピュータや他の被介護
人宅８２の在宅ケア支援装置１０に送信する機能を備え
ている。在宅ケア支援装置１０は、管理センター８０や
他の被介護人宅８２との間で、映像および音声を用いて
リアルタイムで会話を行う機能も備えている。
【００１７】この在宅ケア支援装置１０は、具体的には
図３に示すように構成されている。在宅ケア支援装置１
０は、図３に示すようにＣＰＵ３０を含んでおり、ＣＰ
Ｕ３０には、映像処理回路３２を介して映像入力Ｉ／Ｆ
３６および映像出力Ｉ／Ｆ３８，音声処理回路を介して
音声入力Ｉ／Ｆ４０および音声出力Ｉ／Ｆ４２，第１記
憶装置４４，第２記憶装置４６，通信回路４８，シリア
ル通信回路５０，ランプ５２，ならびに時計５４が接続
される。音声入力Ｉ／Ｆ４０にはマイク６６が接続さ
れ、音声出力Ｉ／Ｆ４２にはスピーカ６８が接続され
る。また、在宅ケア支援装置１０には、緊急ボタン５
６，測定ボタン５８，ビデオメールボタン６０，選択ボ
タン６２および決定ボタン６４が設けられており、これ
らのボタンもＣＰＵ３０に接続される。
【００１８】この実施例では、図３に示す構成のものを
在宅ケア支援装置１０とするが、マイク６６およびスピ
ーカ６８、さらにはＩＳＤＮルータ１８およびバイタル
センサ２０を含むものを在宅ケア支援装置１０と捉えて
もよい。
【００１９】カメラ１４の映像出力端子は映像入力Ｉ／
Ｆ３６に接続され、テレビ１２の映像入力端子は映像出
力Ｉ／Ｆ３８に接続される。したがって、カメラ１４で
撮影された映像とマイク６６で拾われた音声とが在宅ケ
ア支援装置１０に入力される。この映像と音声とは第２
記憶装置４６に記録される。また、第２記憶装置４６に
記録された映像と音声とは再生され、映像はテレビ１２
の画面１２ａに表示され、音声はスピーカ６８から出力
される。
【００２０】シリアル通信回路５０は、シリアルケーブ
ルによってバイタルセンサ２０に接続され、バイタルセ
ンサ２０が測定した被介護人の各測定値を受信する。受
信した各測定値は、第２記憶装置４６に記憶される。
【００２１】通信回路４８は、ＩＳＤＮルータ１８に接
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続され、第２記憶装置４６に記憶されたビデオメールや
バイタルセンサ２０によって測定された各測定値を送信
したり、他の被介護者宅８２の在宅ケア支援装置１０か
ら送信されたビデオメールを受信したりする。
【００２２】図４から図１２を用いて、以下にこの実施
例の在宅ケア支援装置１０のＣＰＵ３０の動作について
説明する。被介護人が在宅ケア支援装置１０に設けられ
た、緊急ボタン５６，測定ボタン５８およびビデオメー
ルボタン６０のいずれかを操作すると、ＣＰＵ３０は、
図９のステップＳ１，ステップＳ５，ステップＳ１３に
おいて、どのボタンが操作されたのかを判断する。
【００２３】被介護人は、身体に異常を感じるなどし
て、緊急の助けを必要とする場合には、緊急ボタン５６
を操作する。すると、ＣＰＵ３０は、ステップＳ１にお
いて、緊急ボタン５６が操作されたと判断する。そし
て、ステップＳ３において、予め設定された宛先への通
報を行う。通報先が通報を受け付けると、映像および音
声を用いたリアルタイムでの会話を開始する。通報の宛
先は、管理センター８０または他の被介護人宅８２であ
り、宛先の設定は、第１記憶装置４４に予め記憶されて
いる。なお、在宅ケア支援装置１０の操作を行うのは、
被介護人本人に限らず、介護人などであってもよい。以
下においても同じである。
【００２４】血圧，体温，脈拍，心電，動脈血酸素飽和
濃度などの各測定値を管理センター８０に送信すると
き、まず、介護人などが、バイタルセンサ２０の備える
各センサを被介護人の身体に取り付け、バイタルセンサ
２０を操作し、データを測定する。そして、測定ボタン
５８を操作する。すると、ＣＰＵ３０はステップＳ５に
おいて、測定ボタン５８が操作されたと判断する。そし
て、ステップＳ７において、バイタルセンサ２０は、在
宅ケア支援装置１０へ測定データの送信を開始する。こ
のとき、ＣＰＵ３０はシリアル通信回路５０からシリア
ル信号を送信して、測定データ送信開始の指示をバイタ
ルセンサ２０に与える。バイタルセンサ２０は、ＣＰＵ
３０からの測定データ送信開始の指示を受けて、各測定
値の測定データ送信を開始する。在宅ケア支援装置１０
に送信された各測定値は、第２記憶装置４６に記憶され
る。ＣＰＵ３０は、ステップＳ９において、第２記憶装
置４６に記憶された各測定値を予め第１記憶装置４４に
記憶された管理センター８０の宛先のＩＰアドレスに送
信する。なお、測定データは第２記憶装置４６に保存さ
れ履歴を残す。また、バイタルセンサ２０にて測定を行
った後で測定ボタン５８を押し下げるのではなく、単独
で測定ボタン５８を押し下げると、前回測定した心電図
データと、心電図データ以外の測定データの過去一週間
分をテレビ１２の画面１２ａに表示する。
【００２５】そして、ビデオメールについての操作を行
いたいとき、ビデオメールボタン６０を操作する。する
と、ＣＰＵ３０は、ステップＳ１３において、ビデオメ
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ールボタン６０が操作されたと判断する。ここで、在宅
ケア支援装置１０がテレビ１２の画面１２ａに映し出す
映像は、図４に示すように、メイン表示部２２に表示さ
れる映像とサブ表示部２４に表示される映像とに分かれ
る。
【００２６】ステップＳ１３において、ビデオメールボ
タン６０が操作されたと判断すると、ＣＰＵ３０は、ス
テップＳ１５において、図５に示すようなメニュー画面
をメイン表示部２２に表示する。そして、ステップＳ１
７において、サブ表示部２４に、「選択ボタン：メニュ
ーの選択」および「決定ボタン：メニューの実行」とい
う操作ガイドを表示する。
【００２７】図５に示すように、メニュー表示画面には
「ビデオの撮影」，「ビデオメールの送信」，「ビデオ
メールの再生」，「ビデオメールの消去」および「終
了」の各メニュー項目が表示される。
【００２８】選択ボタン６２を操作すると、ステップＳ
１９において、選択ボタン６２が操作されたと判断し、
ステップＳ２１において、カーソル７０（メニュー項目
の文字が反転している部分）を一つ下のメニュー項目に
移動させる。選択ボタン６２を繰り返し操作することに
よって、実行したいメニュー項目にカーソル７０を合わ
せる。なお、カーソル７０が末尾のメニュー項目「終
了」に置かれた状態でさらに選択ボタン６２を操作する
と、カーソル７０は先頭のメニュー項目「ビデオの撮
影」に移動する。実行したいメニュー項目にカーソル７
０を合わせて決定ボタン６４を操作すると、ＣＰＵ３０
はステップＳ２３において、決定ボタン６４が操作され
たと判断し、ステップＳ２５，ステップＳ３７，ステッ
プＳ７７，ステップＳ８３およびステップＳ８９におい
て、選択されたメニュー項目を判断する。
【００２９】「ビデオの撮影」のメニュー項目を選択す
ると、ステップＳ２５において、ＣＰＵ３０は「ビデオ
の撮影」のメニュー項目が選択されたと判断し、ステッ
プＳ２７において、サブ表示部２４に、「ビデオメール
ボタン：５秒後に撮影を開始」という操作ガイドを表示
する。そして、ビデオメールボタン６０が操作される
と、ＣＰＵ３０は、ステップＳ２９において、ビデオメ
ールボタン６０が操作されたと判断し、ステップＳ３１
において、サブ表示部２４に「ビデオメールボタン：撮
影の終了」という操作ガイドを表示すする。１度目のビ
デオメールボタン６０の操作から５秒が経過すると、ス
テップＳ３３において、ビデオの撮影（記録）を開始す
る。
【００３０】ビデオの撮影を開始すると、カメラ１４か
ら出力された映像信号が映像入力Ｉ／Ｆ３６および映像
処理回路３２を介してＣＰＵ３０に与えられ、マイク６
６から出力された音声信号が音声入力Ｉ／Ｆ４０および
音声処理回路３４を介してＣＰＵ３０に与えられる。Ｃ
ＰＵ３０は、与えられた映像信号および音声信号を第２
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7
記憶装置に記録するとともに、映像信号を映像処理回路
３２および映像出力Ｉ／Ｆ３８を介してテレビ１２の映
像入力端子に出力し、音声信号をテレビ１２の音声入力
端子に出力する。テレビ１２に入力された映像信号は、
画面１２ａのメイン表示部２２に映像として写しださ
れ、音声信号はスピーカ６８から音声として出力され
る。したがって、被介護人は、自分の姿と声を確認しな
がらビデオ撮影を行うことができる。
【００３１】なお、ステップＳ２９において、１度目の
ビデオメールボタン６０の操作が行われたと判断した直
後から、カメラ１４で撮影された映像のテレビ１２の画
面１２ａへの表示およびマイク６６が拾った音声のスピ
ーカ６８からの出力が開始される。そして、１度目のビ
デオメールボタン６０の操作から、つまり、映像と音声
とのテレビ１２およびスピーカ６８における出力が開始
されてから５秒が経過すると、ステップＳ３１におい
て、映像と音声との第２記憶装置４６への記録が開始さ
れる。この記録の開始と同時に、録画中を示すアイコン
が図４に示すように、メイン表示部２２のたとえば左上
隅に表示される。
【００３２】ビデオの撮影が開始された後に、再びビデ
オメールボタン６０を操作すると、ＣＰＵ３０は、ステ
ップＳ３５においてビデオメールボタン６０が操作され
たと判断し、ビデオ撮影を終了する。ビデオ撮影を終了
すると、直ちにビデオメールが作成される。そして、図
９のステップＳ１５に戻り、再び図５に示すメニュー画
面を表示する。
【００３３】撮影したビデオを送信するときは、図５に
示すメニュー画面において、「ビデオメールの送信」の
メニュー項目を選択する。すると、ＣＰＵ３０は、ステ
ップＳ３７において、「ビデオメールの送信」のメニュ
ー項目が選択されたと判断する。そして、ステップＳ３
９において、図６に示すような、ビデオメール一覧をメ
イン表示部２２に表示し、ステップＳ４１において、サ
ブ表示部２４に、「選択ボタン：ビデオメールの選択」
および「決定ボタン：決定」という操作ガイドを表示す
る。
【００３４】図６に示すように、ビデオメール一覧に
は、撮影したビデオメールやこれまでに受信したビデオ
メールのすべてのタイトルが表示され、また、一覧の末
尾には「ビデオメールの選択」のメニューを終了するた
めのメニュー項目「終了」が表示される。ビデオメール
のタイトルには、ビデオメールを撮影した日時もしくは
受信した日時および撮影者（送信元）の名前が表示され
る。撮影者の名前は第１記憶装置４４に予め登録されて
おり、ビデオメールを作成したときに自動的にタイトル
に記録される。また、ビデオメールを作成したときに時
計５４（図３参照）から取得された日時情報もタイトル
に記録される。
【００３５】選択ボタン６２を操作すると、ステップＳ
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４３において、選択ボタン６２が操作されたと判断し、
ステップＳ４５において、カーソル７２を一つ下のタイ
トルに移動させる。選択ボタン６２を繰り返し操作する
ことによって、送信したいビデオメールのタイトルにカ
ーソル７２を合わせる。なお、カーソル７２が末尾のメ
ニュー項目「終了」に置かれた状態でさらに選択ボタン
６２を操作すると、カーソル７２は先頭のタイトルに戻
る。ビデオメールのすべてのタイトルを表示しきれない
ときは、表示されている末尾のタイトルにカーソル７２
が置かれている状態で選択ボタン６２を操作すると、未
表示のタイトルが一つスクロール表示される。
【００３６】図６に示すように、ビデオメール一覧の左
側には、画像表示部７４が設けられており、カーソル７
２が置かれているビデオメールの映像の一部が静止画像
としてこの映像表示部７４に表示される。したがって、
画像表示部７４に表示される画像によって、ビデオメー
ルの内容を確認することができる。
【００３７】送信したいビデオメールのタイトルもしく
はメニュー項目「終了」にカーソル７２を合わせて決定
ボタン６４を操作すると、ＣＰＵ３０はステップＳ４７
において、決定ボタン６４が操作されたと判断する。そ
して、ステップＳ４９において、選択されたのがメニュ
ー項目「終了」であるかどうかを判断する。メニュー項
目「終了」が選択されたと判断すると、メニュー項目
「ビデオメールの送信」を終了して図９のステップＳ１
５に戻り、図５に示すメニュー項目を再びメイン表示部
２２に表示する。
【００３８】一方、選択されたのがメニュー項目「終
了」でないと判断すると、ステップＳ５１において、図
７に示すような送信先一覧をメイン表示部２２に表示
し、ステップＳ５３において、サブ表示部２４に、「選
択ボタン：送信先の選択」および「決定ボタン：決定」
という操作ガイドを表示する。
【００３９】図７に示すように、送信先一覧には、第１
記憶装置４４に予め登録されている、メール送信先の名
前、そして「ビデオメールの送信」のメニューを終了す
るためのメニュー項目「終了」が表示される。
【００４０】選択ボタン６２を操作すると、ステップＳ
５５において、選択ボタン６２が操作されたと判断し、
ステップＳ５７において、カーソル７６を一つ下の送信
先に移動させる。選択ボタン６２を繰り返し操作するこ
とによって、ビデオメールを送信したい送信先もしくは
メニュー項目「終了」にカーソル７６を合わせる。そし
て、決定ボタン６４を操作する。すると、ステップＳ５
９において、決定ボタン６４が操作されたと判断し、ス
テップＳ６１において、メニュー項目「終了」が選択さ
れたかどうかを判断する。
【００４１】メニュー項目「終了」が選択されたと判断
すると、図９のステップＳ１５に戻り、図５に示すメニ
ュー項目を再びメイン表示部２２に表示する。一方、選
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9
択されたのがメニュー項目「終了」でないと判断する
と、図１１のステップＳ６３において、図８に示すよう
な送信確認画面をメイン表示部２２に表示し、ステップ
Ｓ６５において、サブ表示部２４に「選択ボタン：はい
／いいえの選択」および「決定ボタン：決定」という操
作ガイドを表示する。
【００４２】選択ボタン６２を操作すると、ステップＳ
６７において、選択ボタン６２が操作されたと判断し、
ステップＳ６９において、カーソル７８の位置を「は
い」もしくは「いいえ」に移動する。カーソル７８が
「はい」もしくは「いいえ」のどちらかに合わされた状
態で決定ボタン６４を操作すると、ステップＳ７１にお
いて、決定ボタン６４が操作されたと判断する。そし
て、ＣＰＵ３０は、ステップＳ７３において、「はい」
が選択されたかどうかを判断する。
【００４３】「はい」が選択されたと判断すると、ステ
ップＳ７５において、選択されたビデオメールを指定さ
れた送信先に送信し、図９のステップＳ１５に戻る。一
方、選択されたのが「はい」でないと判断すると、ステ
ップＳ７５におけるビデオメールの送信処理をスキップ
して図９のステップＳ１５に戻る。ステップＳ１５で
は、図５に示すメニュー画面をメイン表示部２２に表示
する。
【００４４】撮影したビデオメールや受信したビデオメ
ールを再生するときは、図５に示すメニュー画面におい
て、「ビデオメールの再生」のメニュー項目を選択す
る。なお、ビデオメールを受信していると、ランプ５２
（図２参照）を点灯してその旨が知らされる。「ビデオ
メールの再生」のメニュー項目を選択すると、図１２の
ステップＳ７７において、「ビデオメールの再生」が選
択されたと判断し、ステップＳ７９において、再生する
ビデオメールの選択を行う。このとき、ビデオメールの
一覧がメイン表示部２２に表示される。ビデオメール一
覧を参照しつつ選択ボタン６２および決定ボタン６４を
操作することによって、再生するビデオメールを選択す
る。そして、ビデオメールの選択が終了すると、ステッ
プＳ８１において、指定されたビデオメールを再生す
る。ビデオメールの再生が終了すると、図９のステップ
Ｓ１５に戻り、図５に示すメニュー画面をメイン表示部
２２に表示する。
【００４５】また、ビデオメールを消去するときは、図
５に示すメニュー画面において、「ビデオメールの消
去」のメニュー項目を選択する。「ビデオメールの消
去」のメニュー項目を選択すると、ステップＳ８３にお
いて、「ビデオメールの消去」が選択されたと判断し、
ステップＳ８５において消去するビデオメールの選択を
行う。このとき、ビデオメールの一覧がメイン表示部２
２に表示される。ビデオメール一覧を参照しつつ選択ボ
タン６２および決定ボタン６４を操作することによっ
て、消去するビデオメールの選択を行う。そして、ビデ*
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*オメールの選択が終了すると、ステップＳ８７におい
て、選択されたビデオメールを第２記憶装置４６から消
去する。ビデオメールの消去が終了すると、図９のステ
ップＳ１５に戻り、図５に示すメニュー画面をメイン表
示部２２に表示する。
【００４６】そして、ビデオメールについての操作を終
了するときは、図５に示すメニュー画面において、「終
了」のメニュー項目を選択する。「終了」のメニュー項
目を選択すると、ステップＳ８９において、「終了」の
メニュー項目が選択されたと判断し、ビデオメール操作
のルーチンを抜けて、図９のステップＳ１に戻る。
【００４７】上述したように、この実施例の在宅ケア支
援装置１０によれば、簡単な操作によってビデオメール
を撮影して管理センター８０や他の被介護人宅８２に送
信することができる。
【００４８】テレビ電話を用いたリアルタイムの会話で
はないので、通信相手が在宅していないときであって
も、ビデオメールを送信しておけば、通信相手が帰宅し
てからビデオメールを見ることができる。したがって、
通信の利便性が向上する。
【００４９】また、単なる電子メールではなく、映像お
よび音声を媒体としたビデオメールなので、より密度の
濃いコミュニケーションが可能になるとともに、被介護
人の健康状態を見た目の様子や声の調子によっても判断
することができる。
【００５０】なお、在宅ケア支援装置１０がビデオメー
ルを送信する送信先は、必ずしも他の在宅ケア支援装置
１０でなくてもよく、ビデオメールを受信して再生する
機能を備えたパーソナルコンピュータなどであってもよ
い。
【００５１】また、上述した実施例は形態を種々に変更
することができる。たとえば、各被介護人宅８２に配置
された在宅ケア支援装置１０は、インターネット１００
などを介して他の被介護人宅８２の他に管理センター８
０のコンピュータに接続されることとしたが、これに代
えてもしくは加えて、介護人や担当医師のコンピュータ
と接続するようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の一実施例の全体構成を示す図解図で
ある。
【図２】在宅ケア支援装置の一使用例を示す図解図であ
る。
【図３】在宅ケア支援装置の内部構成を示すブロック図
である。
【図４】在宅ケア支援装置による画面表示構成を示す図
解図である。
【図５】在宅ケア支援装置による画面表示例を示す図解
図である。
【図６】在宅ケア支援装置による画面表示例を示す図解
図である。
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【図７】在宅ケア支援装置による画面表示例を示す図解
図である。
【図８】在宅ケア支援装置による画面表示例を示す図解
図である。
【図９】在宅ケア支援装置の動作の一部を示すフロー図
である。
【図１０】在宅ケア支援装置の動作の一部を示すフロー
図である。
【図１１】在宅ケア支援装置の動作の一部を示すフロー
図である。
【図１２】在宅ケア支援装置の動作の一部を示すフロー
図である。
【符号の説明】
１０  …在宅ケア支援装置 *
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*１２ａ  …画面
１４  …カメラ
３０  …ＣＰＵ
３６  …映像入力Ｉ／Ｆ
３８  …映像出力Ｉ／Ｆ
４０  …音声入力Ｉ／Ｆ
４２  …音声出力Ｉ／Ｆ
４６  …第２記憶装置
４８  …通信回路
３２  …映像処理回路
３４  …音声処理回路
６６  マイク
６８  スピーカ

【図１】 【図２】

【図４】 【図５】

【図７】
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【図３】

【図６】 【図８】
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【図９】

【図１１】
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【図１２】
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摘要(译)

[结构]当操作视频邮件按钮60时，在电视12的屏幕12a上显示视频邮件操
作菜单。 当通过操作选择按钮62和进入按钮64从菜单中选择视频拍摄项
目时，进入视频拍摄待机状态。 当操作视频邮件按钮60时，使用照相机
14和麦克风16开始视频拍摄，并且执行视频拍摄，直到再次操作视频邮
件按钮60为止。 从菜单项中选择“发送视频邮件”项以显示收件人列表。 
当操作选择按钮62和输入按钮64以选择目的地时，视频邮件被发送到目
的地。 当从菜单中选择视频邮件回放的项目时，视频邮件图像显示在屏
幕12a上，并且声音从扬声器12b输出。 [效果]可以使用家庭护理支持设
备发送和接收视频邮件。
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